
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 栃木県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 佐野市立植野小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 4 4 4 4 4 4 1 25
38

児童数 142 146 158 145 139 136 2 868

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

個に応じた指導方法・指導体制・指導内容の工夫改善
～ 確かな学力の向上を目指して～

２．研究内容と方法
(1) 実施学年・教科

・１年生 算数
非常勤講師とのティーム・ティーチングが実施可能なため

・２～４年生 算数
児童の理解に差が出やすい教科であることと、学校としての以前からの研究実
践があるため

・５、６年生 国語・社会・算数・理科
子どもの発達段階を考慮し、中学校へのスムーズな移行を図るため

(2) 年次ごとの計画

○ 主題 個に応じた指導方法・指導体制・指導内容の工夫改善
～ 確かな学力の向上を目指して～

平 ○ 研究の見通し（仮説）
成 ① 発展的な学習や補充的な学習など、個に応じた指導のための教材開発
14 を行い活用することによって、児童自らが課題意識をもち進んで学習に
年 取り組むことができるであろう。
度 ② 少人数による個に応じた指導を工夫改善したり、学習支援ボランティ

アを活用したりすることによって、基礎的・基本的な知識・技能の確実
な定着や、思考力・判断力の向上、表現力の向上等を図ることができる
であろう。

③ 教科担任制を導入することによって、教師の専門性や得意分野を生かす
ことができ、教材開発や評価等に関する研究をより深めることができる
であろう。
④ 評価規準を作成し、学習の状況を確実に見取り、評価を生かした指導
を工夫することによって、より効果的な個に応じた指導が可能となるで
あろう。
＊ ① ～ ④ までの総合的な取組によって、個に応じたきめ細かな指導が
充実し、確かな学力の向上を図ることができるであろう。

○ 研究内容・方法
① 個に応じた指導のための教材開発
・ 学習意欲を高めるための工夫等

② 個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫
ア 少人数による個に応じた指導
・ 算数科を中心に、少人数による個に応じた指導の在り方について
研究する。

１ 年 非常勤講師を含めた２名または３名の教師による協力的な指導
２ 年 学級の枠を外して、４学級を５コースとする少人数指導
３・４年 学級の枠を外して、２学級を３コースとする少人数指導



※ 単元や学習内容に応じて実施
イ 教科担任制の実施
５・６年 国語・社会・算数・理科等の教科担任制

ウ 学習支援ボランティアの活用
③ 評価方法の工夫
・ 評価規準の作成と活用
・ 評価方法の工夫（ 評価補助簿の作成と活用等）
・ 評価を生かした指導の在り方の工夫

○ 主題 個に応じた指導方法・指導体制・指導内容の工夫改善
～ 確かな学力の向上を目指して～

平 ○ 研究の見通し（仮説）
成 ① 個に応じた指導のための教材開発とその工夫改善により、思考力･判断
15 力の向上や、表現力の向上を図ることができるであろう。
年 ② 少人数による個に応じた指導を更に工夫改善したり、学習支援ボラン
度 ティアを活用したりすることによって、基礎的・基本的な知識・技能の

確実な定着や、思考力・判断力、表現力等の一層の向上を図ることがで
きるであろう。
③ 教科担任制を拡充することによって、教師の専門性や得意分野を生か
すことができ、教材開発や評価等に関する研究をより深めることができ
るであろう。
④ 評価規準や、学習状況の確実な見取り方、評価を生かした指導を工夫
改善することによって、より効果的な個に応じた指導が可能となるであ
ろう。

＊ 第１年次の成果と課題を踏まえた① ～ ④までの総合的な取組によっ
て、個に応じたきめ細かな指導が充実し、確かな学力の向上を図ること
ができるであろう｡

○ 研究内容・方法
① 個に応じた指導のための教材開発とその工夫改善
・ 思考力・判断力や表現力を高めるための工夫等

② 個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善
ア 少人数による個に応じた指導の工夫改善
・ 算数科を中心に、少人数による個に応じた指導の在り方について
研究する。

１ 年 非常勤講師を含めた２名または３名の教師による協力的な指導
２～５年 ティーム・ティーチングと学級の枠を外した２学級を３コ

ースとする少人数指導
※ 単元や学習内容に応じて実施

イ 教科担任制の工夫改善
ウ 学習支援ボランティアの活用

③ 評価方法の工夫
・ 評価規準の活用と改善
・ 評価方法の工夫改善（ 評価補助簿の活用と改善等）
・ 評価を生かした指導の在り方の工夫改善

変更点 少人数による個に応じた指導の工夫改善について
実施学年の拡大を図り、ティーム・ティーチングと少人数指導を学習内

容に応じて実施するようにした点。

○ 主題 個に応じた指導方法・指導体制・指導内容の工夫改善
～「わかった、できた、楽しい」が実感できる、

平 確かな学力を身に付けた児童の育成～
成 ○ 研究の見通し（仮説）
16 ① 学習のねらいを明らかにし、児童の実態に合った教材を工夫・改善す
年 ることにより、個に応じた指導が充実し、学力の向上を図ることができ
度 るであろう。

② 発達段階や教科・単元の内容に応じた少人数による指導と教科担任制
を充実することにより、基礎的・基本的な内容の確実な定着や、思考力
・判断力、表現力等の一層の向上を図ることができるであろう。
③ 評価規準や、学習状況の確実な見取り方、評価を生かした指導を工夫
改善することによって、個に応じたよりきめ細やかな指導が可能となる
であろう。



＊ 第１年次・２年次の成果と課題を踏まえた①～③までの総合的な取組に
よって、個に応じたきめ細かな指導が充実し、確かな学力の向上を図る
ことができるであろう｡

○ 研究内容・方法
① 個に応じた指導のための教材開発とその工夫改善
・ 問題解決能力を育成するための工夫等

② 個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善
ア 少人数による個に応じた指導の工夫改善
イ 教科担任制の工夫改善
ウ 学習支援ボランティアの活用

③ 評価方法の工夫
・ 評価規準の活用と改善
・ 評価方法の工夫改善（ノート指導と自己評価の改善等）
・ 評価を生かした指導の在り方の工夫改善

変更点 １５年度までの研究の成果と課題から、仮説を修正し、研究内容の
評価方法の工夫改善の部分を修正した。

(3) 研究推進体制

校長
教頭 文部科学省

栃木県教育委員会
研究企画部 研究推進委員会 佐野市教育委員会

全 体 会

授 業 実 践 組 織 研 究 部 組 織

低 中 高 教 教 評 調 渉 庶
学 学 学 科 材 価 査 外 務
年 年 年 部 部 部 部 部 部
部 部 部 会 会 会 会
会 会 会

改善点 研究への提言や新たに取り組みべき内容の提案をする「研究企画部 、」
教科の視点から研究をサポートする「教科部会 、外部との交渉を担」
当する「渉外部」を新たに位置づけ、昨年度の研究スタート時に牽引
役となった「学力向上プロジェクトチーム」を除いた組織とした。

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

・ 児童に身近な課題を用意したり、思考を助ける作業用紙やつまずきを予想し
たヒントカードを開発することで、児童は筋道を立てて考え、見通しをもって
課題を解決できるようになってきた。

・ 単元の内容や児童の実態によって、ティームティーチングや少人数指導のグ
ループ編成等を工夫したことで、個々の児童の意欲的が高まり、補充的な学習
や発展的な学習も効果的に学習することができた。児童への調査によると、少
人数によるコース別の学習の方がやる気がでると答えた者が、昨年度の44.3%
から、56.6%と増えている。

・ 教科担任制の実施により、教師の得意分野が生かせるとともに、教材研究の
時間が確保できた。また、児童を多面的に見ることができそのよさを授業で生
かすことができた。

・ 評価規準を明確にして学習活動を計画し、児童の活動が記されたノートや児
童の自己評価によって、児童のつまずきや願いを見取ることができ、個に応じ
た指導に生かすことができた。



２．今後の課題

・ 数と計算以外の領域の思考力・判断力、問題解決能力を育成するための教材
の質を高め、特に発展的な学習に関しての教材開発を進める必要がある。

・ 学年の発達段階を考慮して、全ての学年でより効果的なティームティーチン
グや少人数指導ができるようにし、少人数指導と教科担任制の２つの指導体制
の効果がより生かされるような、時間割の組み方と教師専門性が生かされる指
導教科の選定を工夫する必要がある。

・ 評価の客観性や妥当性、評価に対する信頼性をより高めるために、評価規準
やノートの表記、自己評価の方法に関する研究を更に進めていく必要がある。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

１ 児童の実態調査
(1) 算数科の学期末テストによる評価、分析（年３回・学期末）

観点別に度数分布を作成し、学習の定着を確認して、指導に生かす。
(2) 算数科のＩＥＡ テストによる評価、分析（年１回学年末）

前年度との比較し、児童の変容を確認と指導への活用を図る
(3) 標準学力テストによる評価（年１回、学年末）

前年度との比較し、学習の定着をを確認し、指導に生かす。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

・ 公開授業研究会
平成16 年2 月13 日(金) 13:40 ～16:00 佐野市立植野小学校
参加者（予定 、佐野市内各小中学校教員、学校評議員 計65 名）
フロンティアスクールとしての実践の発表と情報交換

・ 学校新聞、学年たよりによる実践内容の広報

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校÷

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上÷

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導÷ ÷
一部教科担任制 その他÷

【研究教科】 国語 社会 算数 理科÷
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無÷
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